






































































例 戸

1 この恨告書は、 般国道450号白滝村白滝道路改良丁事に伴い、 平成7 ~13年度に財団法人 北

洵迫埋蔵文化財センターが実施した白池村奥白沌（おくしらたき）11 . 上白滝（かみしらたき） 8 . 

上白滝6 ・ 白滝第30地点遺跡の埋蔵文化）!1発掘調査に関するものである。 また、 平成7 ~ 14年没

に行った白滝追跡群の奥白滝11・服部台2 . 奥白滝1 ・ ト白滝8・ ト白滝2 ・ ト白滝5 ・ ト白滝

6 . ト．白滝7 . 北支湧別1 . 白滝第30地点・白滝8 . 白滝18· 白滝3 ・旧白滝9 ・ 旧白滝8 . 下白

滝追跡の濁査概要も報告する。

2 平成7年度より行われている白沌遺跡群の調査の概要については、 いくつかの機会に紹介してい

るが、 奥白泌11. 上白滝8 . 上白沌6 . 白滝第30地点遺跡に関しては、 木害が優先するc

3 木書は第1分冊（本文親）、 第2分冊（石謀実測・分布図組）、 第3分冊（写真図版粗）の3冊で

構成されている。 第1分冊は、 本文、 自然科学的分析竹·、 掲載追物 一 菟衣など、 第2分冊は、 各迫

跡における心器プロック群. lメ域単位での仁器実測図・じ器ブロック分布図．接合脊料実測図など、

第3分冊は、 遺跡tji.位での航空写真・調査状況・石器・接合資料などの）順で構成されている。

4 第1分冊と第2分冊の挿図は通し番号である。

5 第2分冊で実測図を掲載した石器・接合資料は、 基本的にすべて第3分冊の写真番号に掲載し、

さらに接合資料に含まれる石器については、 接合資料とともに縮小し再度掲載した 。 また、 第3分

冊の写真図版のみに掲載した伍器・接合資料もある。

6 第2分冊の実測図番号と弟3分冊の写真番号はlnJ · である。 実測図番号は、 各逍跡の伝器ブロッ

ク群・区域単位で1から付けたが、 その順番は、 単体石器、 按合資料、 写真のみ掲載単品石器、 写

真のみ掲載接合資料の類である。

7 本書の作成は、 第1調杏部第3 調杏課で行ったが、 粕集は奥白滝11• r. 白滝G • 内滝第30地点迫

跡については長沼 孝が、 卜．白滝8追跡については鈴木宏行・直江康雄が行い、 全休を鈴木宏行が

調幣した。

整理作業・報告書作成作業は遺跡・石器群り1位で進め、以ドの担当において進めた。

奥白滝11. 上白滝6 ・ 白滝 第30地点造跡：長沼 孝

ト白滝8追跡(Sb -1 ~ 13·62·63) : 直江康雄

日． 白滝8造跡(Sb -11~61 ・ 斜向部） ：鈴木宏行

また、 図版・挿図の作成担当、 各序または節・填の執竿は以下のとおりである。

第1分冊（本文編）

口絵（カラ ー ） ：直江康雄・鈴木宏行・長沼 孝

l辛1~1 ( 1)~( 1)·(6)、 ll章4、 ilI辛1 ·2、 IV章1(1 )~(1)·(6)、

V章1·2、 \-1章1·2 : 長沼 孝、

II章2 ·3、 N章1 (5)、 2 (1)·(3) ~ (9)·(19)、 VIII章1 : 直汀康雄

N芋1(7)(8)· 2 (2): 鈴木宏行・市江康雄

I享1 (5)、 II辛1、 W章2 (10) ~ (18)、 ＼冊革2 : 鈴木宏わ

第2分冊（石器実測・分布図編）

奥白澁11 ・ 上白澁6 . 白滝第30地点造跡じ器・分布図：長沼 孝

上白沌8遺跡(Sb - 1 ~ 13·62·63) ,ti
・

器・分布図．接合資料：直汀康雄

上白涌8遺跡(Sb -14~61 ・斜而部）石器・分布図．接合資料：鈴木宏行



第3分冊（写真図版編）

奥白滝11・ ト白滝6 . 白滝第30地点造跡調杏状況・ム器・接合資料：長沼 孝

上白滝8逍跡調査状況・ (Sb -1 ~13)石器・接合資料：直汀康雄

上白滝8遭跡(Sb -14~61・斜面部）石器・接合資料：鈴木宏行

8 作業の一部および年代測定・分析などはド記の機関または個人に依頼した Q

現地測畢· 航空写真：撮影およびデー タ入力、 造物実測の一 部など： （株）シン技術コンサル

逍物写只撮影： （有）写只ホ務所クリ ー ク（佐藤雅彦）

接合資料他実測用写真撮影：小川忠博

放射性炭索年代測定： （株）地球科学研究1折(\'II草1)

黒昭石フィッショントラック年代測定：山梨県環境科学研究所 輿水達司（＼］革2)

堆積屈の粒1支．珪藻、 堆積屈1j1の化粉· 植物珪酸体分析：パリノサー ヴェイ株式会tl C\11辛3)

黒昭石産地推定・水和／曽測定： （有）逍物分析研究所、 函科哲男（珊章1)

9 現地の写真撮影は、 随時調査員が行い、 航空写真・逍物は、 前述の会社が行った。

10 出十遺物は白滝村教育委貝会が、 写真・ データなどの記録類は財団法人北海道無蔵文化財セン

ター が保行しているく2

11 調査にあたっては、 下記の機関および人びとの指樽ならびに協力をえた。（順不同、 敬称略）

11 

文化庁、 古森県立郷上館、岩r--賑文化振巽ギ業団埋蔵文化財センター 、 仙台市富沢追跡1呆存館、

束北福朴大学、 闘束京都坪蔵文化財センター 、 東京都/,:大学、 明治大学考古学博物館、 神奈川県立

埋蔵文化財センター 、（財かながわ考占学財阿、 長野県埋蔵文化財センター 、 長門町教育委貝会、 野

尻湖ナウマンゾウI専物餡、 朝日村教育委員会、 津南町教育委員会、 沼津市教育委貝会、 京都文化博

物館、岡山理科大学、鹿児島黙埋蔵文化財センタ ー 、熊本県教育委員会、福岡市埋蔵文化財センタ ー 、

多久市教育委員会、 北海道教育委員会、 白滝村教育委員会、 丸瀬布町教育委員会、 遠軽町教育委員

会、 北見市北網圏文化センター 、 常呂町教育委員会、 羅臼町教育委員会、 釧路市埋蔵文化財調香セ

ンター、 帯広百年記念館、 名寄市北国博物館、 下川町教育委員会、 干歳廿j教育委員会、 今金町教育

委員会、 市立l永i館博物館、 知内町教育委目会、

岡村迫雄、 土肥 孝、 平川 一 臣、 中村有秤、 林 謙作、 木村英明、 観丸俊明、 吉崎呂 一、

長崎潤一、 梶原 洋、 柳田俊雄、 佐川正敏、 岡木束二、 安斎正人、 佐藤宏之、 山田 哲、 小野 昭、

山田昌久、 大沼克彦、 阿部朝面、 安蒜政雄、 島出和高、 野n 淳、 山科 村、 加藤晋平、 小林逹雄、

谷口康浩、 巫科折男、 稲田孝吋、 小林博昭、 宮l酋1直人、 小畑弘己、 =-:宅徹也、 太田原憫、 丸山浩治、

中川重紀、 北村忠昭、 須田良平、 斎野裕彦、 会田容弘、 渋谷孝雄、 松沢亜牛、 小菅将夫、 栗島義明、

舘野 孝、 万十嵐彰、 架原伸好、 大塚健一 、 吉田政行、 砂田佳弘、 輿水逹司、 大竹憲昭、 人竹辛患、

堤 隆、 須藤隆司、 谷 和隆、 中村由克、 沢田 敦、 小熊柚史、 山木 克、 佐藤雅 一、 田中耕作、

鈴木 暁、 高橋保雄、 前嶋秀張、 白鳥直樹、 笹J息芳郎、 行島邦夫、 池谷侶之、 鈴木忠司、 裔野 学、

佐藤良.:....:., 西田昌弘、 邸柄 一志、 岩永雅彦、 木崎康弘、 宮田栄一、 牛ノ濱修、 永野逹郎、 鎌田洋附、

山田栢郎、 ゴ野紀雄、 松村愉文、瀬ド直人、 太田敏量、 北沢 実、 山原敏朗、 火欠義明、 今） 1·-真二、

氏江敏文、 鈴木邦輝、 涌坂周 ・ 、 石川 朗、 高橋 理、 出穂雅実、 高倉 純、 大島直行、 寺椅康史、

長谷部一 弘、 高橋豊彦


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































